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1.序論

本稿はlも俗音楽を雌礎とした水油の公演芸術の股|ﾙ1と継承を盤I'llすることを11的と

している。水油における公淡芸術にr'lしては、これまで先↑〕研究がほとんどなく、そ

れを論じるにはまずﾙf史的な!”ﾐの整mが必要である。なお、以1くの論述では、西南

海i:mim地域の比俗肖楽にmしては、-Ill',柚「1ﾉLilVi海における此俗↑｡↑楽のAi/;俗聴幣と11}fill

造の伝統」（『輔¥m俗学,;15ti)などを部分的に引川しながら!術を進める。本稿のテー

マを論じる際に、必要な内奔だと考えるからである。

開港以来、水mの公油巽術は、誕生から成長まで唯雌的に発股してきたが、その後

成長に諾りが見られ、いまは沈滞期だと言える。しかし公油芸術に従j詞-る人｢Iや、
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その需要層は決して少なくはない。これは公演芸術を受容できる潜在力とそれを実行

できる底力があることを物語っている。にもかかわらず、木浦の公演芸術を対象とし

た研究は、残念ながらほとんど見当たらない。特に、木浦の公演芸術が西南海岸間域

の民俗音楽をその基礎としている以上、このテーマは積極的に取り組まれなければな

るまい。本稿は一部ではあるが、これを解明しようとする試みである。

そのためにも、まず公演史を振り返らなければならない。最初に木浦の公演芸術の

アイデンティティについて問う必要がある。さもなければ、開港以後、木浦が新しく

生まれ変わり、公演芸術も新しく作られたと思われかねないからだ。もちろん、現在

の木浦の地には開港以前から人が住み、文化や公演があった。にもかかわらず、当時

の村々あるいは原住民たちの文化芸術のアイデンティティを知るのは容易ではない。

というのも1900年以前の原住民の生活に関しては、これまでほとんど注目されてこ

なかったからである。これは本稿でも論じることはできない。木浦市の上洞の前身で

ある「上里（村の名)」の無題峰で祈雨祭があったとか、温錦洞では数百年前から堂

祭が行われてきたと言う口述はあるが、それだけで水浦の原住民たちの生活を追跡す

ることは難しいからである。

したがって、ここで論述の対象となるのは、儒達山と大成洞を中心に高地帯に居住

していた韓国人（日本人は住んでいなかったということだが）労働者である。彼らは

いわゆる貧民村を形成していた。大半が、チゲクン（背負子人夫)、石工、モクドク

ン（差し担い)、埠頭労働者、日雇い労働者、漁夫などの労働に従事する人々だった。

温錦洞は本来、儒達山入り口のタスンギミであり、近海漁業は特にイシモチ漁業が飛

躍的に発展した1800年代後半に鳥島地域の住民が大挙して移住し、同郷村を作って

住んでいた場所である。その一部は、いまなお木浦地域のなかで船長が多く住む地域

である。下にはチェポ船倉があり、上には儒達IllのIⅡ神（虎に乗っている絵がかかっ

ていた）を肥る町の祭祁跡があった。この洞祭は600余年前から祁られてきたのであ

る。大成洞と竹橋洞に住む人々は、木浦の隣近の島|腿である新安郡一帯の島順と隣近

の内陸地域である務安、成平、霊岩、海南、康津などの地からの移住者である。儒達

山の麓の温錦洞、西111洞に居住する人々は珍島、烏烏地域の漁夫が多い。彼らが事実

上、木浦の原住民なのである

彼らのルーツである西南海域および霊Ill江文化圏の公淡芸術についても考察が必要

だろう。これは現代における木浦の公演芸術のルーツでもあるからだ。こうした例は、

民俗音楽以外の分野にも幾つも見つけることができる。たとえば、小擬・許練の珍島

と南農の木浦は不可分の関係にある。つまり南農のルーツは許練であり、木浦の画峨
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のルーツは珍島の画壇なのである。開港後、多くの人的資源がこれらの地域から木浦

へと流れてきた。彼らは勃興しつつある木浦へ、各々の夢を抱いてやって来たのであ

る。彼らこそ、木浦の公演文化を形成する主役となった人たちである。霊岩の崖創造

の伽側琴から木浦国楽院と国楽協会まで、あるいは一路プムバたちから劇団ゲッドル

まで、それが民俗芸術であれ民俗芸能であれ、大差はない。本文でも論じるつもりで

あるが、民俗音楽を近代期のさまざまなジャンルから切り離して考えることは、現実

には困難である。というよりも、そうすることが正しいとは思えない。たとえば、木

浦劇場ではパンソリと唱劇、演劇、パントマイム、西洋音楽発表会、歌謡大会などは

一緒くたに公演されていたのである。このことは民俗文化を考える上で視点の転換が

必要であることを示している。その意味で本稿は、近代期の文化のさまざまな側面で、

いかにして民俗文化に接近し把握するかという問題について、何らかの示唆を与える

ことができるかもしれない。

2．西南海の基盤の公演芸術の伝統

木浦圏を形成する西南海地域としては、一般に新安、霊岩、務安、珍島、海南、莞

島などの地を挙げることができる。これが木浦に移住した人々が住んでいた地域であ

る。その範囲をさらに広げようと思えば、全南地域を含めてもよい。しかし、ここで

はそこまでするつもりはない。本稿の目的は、この地域の公演芸術を簡略に追うこと

にあるからである。筆者はすでに三、四編の論考によって西南海民俗音楽の概略を整

理したことがあるので、この章ではそれを適当に要約しつつ、新しい事実も付け加え

てみたい。

公演芸術とは何か。リッジウェイは、演劇が死んだ者を追慕し慰めるための祭儀の

一部だったと考え、葬礼儀式で行なわれた演戯的公演芸術のなかに演劇の起源を求め

た。珍島のダシレギや新安のバムダレがその好例だろう。仮面劇の豊農グッ起源説、

シャーマニズム起源説、村祭起源説などは、文化人類学的なアプローチである。演劇、

ダンス、音楽、スポーツ、または宗教的祭儀の独特な社会的儀式（婚姻、葬礼）まで

が、広い意味で一つのグループを形成し、パフォーマンスの名で呼ばれるのである。

今日演劇の概念は解体されつつある。演劇と舞踊の境界線が不明瞭になって、ジャ

ンルをクロスオーバーしようという欲求が高まり、演劇という言葉の代わりに「公

演」(performance)という言葉が使用されることが多くなっている。急進的な学者た

ちの間では、演劇学を公演学という名称で置き換えようとする傾向が現れている。速

い昔、祭儀が村の共同体的経験で中心に置かれていたように、演劇を現代の共同体的
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経験として捉えようとしているのである。祭儀に対する信頼が消え去った現代におい

て、その共同体的経験を「公演」に置き換えるという試みは、広くコンセンサスを得

ている。このような文脈からダシレギやバムダレの経験を共有していた西南海地域、

あるいは栄山江流域が公演芸術的なコンテキストで検討されねばならないのである。

西南海で発展・展開された民俗芸術公演は無数にあるが、なかでも代表的なのが散

調とパンソリ、唱劇だろう。その他にも、伝承の土台となった地域の亜俗音楽、村儀

礼と共同体の遊びなどにも注目する必要がある。多少議論の余地はあるにせよ、この

種の音楽は皿係によって伝承されてきたか、少なくとも皿系関連音楽人たちと直接間

接に関連がある。こうした芸能集団としての神庁（才人庁）は、時代が経つにつれて

皿俗音楽の芸術化を企てるようになる。すなわち、皿俗音楽の再創造という作業であ

る。この流れから、さまざまな国楽関連協会や団体が生まれてくる。以上のような経

緯から、珍島地域に|玉l立南道国楽院が設立されることになったのである。

器楽と唱劇の発展の端緒となったのは、伽仰琴散調の創始者と呼ばれる霊岩の金昌

祖とその門下の名人たち、大答散洲の創始者と呼ばれる珍鳥の朴鐘基、唱劇の創始者

と呼ばれる務安の美釧i峡などの活動である。大答散調の代表格は朴鐘基だ。朴鐘基は

朝鮮末期(1880～1947)に活動した大琴散調の名人の一人である。1933年に朝鮮声

楽研究会に参加して多くの演奏活動をした。その後、美I壬|川と互いに影響を与え合い

ながら大答散調を組み、大雪散調の始祖と呼ばれている。

パンソリでは、珍鳥の金得沫、シンチサンと申英姫、そして李晒基（戸籍上の名は

李晒圭）と李任謄、ヤンサンシクの名を挙げることができる。莞島郡のパンソリ名唱

では林芳蔚､制音をよくした長興出身のイムワンギュ(1898年生まれ）が挙げられる。

海南郡の場合、国楽の暁示というギムフンポンがいる。伽仰琴と笛の名手であり、パ

ンソリでも頭角を現した。その他、コムンゴと笛の名手チョンホンピョ、唱の名人ゴ

ンギョンファン、ハンスクグ、チュジョンナム、ギムチュンハクなどがおり、鼓法に

ギムフンポン、キムフクソク、チュジョンナム、ホングァンピョなどがいる。海南郡

北平面出身の鄭哲錦はパンソリ作唱と唱に秀でているだけではなく、牙事散調の創始

者としても知られている。霊岩地域の場合、バクジェソンを挙げることができる。祖

父は珍島の出身であるが、木浦からシンチサンにパンソリ興甫歌、春香歌を学んだ。

ギムギョンダルはギムボベから三絃六角とシナウィ音楽を学んだ。ガンヒョンポクは

宝城出身で、孔大一、鄭雁暇、木浦の金尚容にパンソリを学んだ人である。ただし、

新安郡ではパンソリに関する事情はあまり明らかになってない。荷衣島のイホンチェ

などが、珍島烏島出身のギムスンジャ（木浦）からパンソリを学んで、新安郡のパン
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im)年代パン､ノリ（水浦市） 2010ｲド代11冊劇（珍鳥郷）

ソリクンとして知られているくらいである。

次に論じるべきジャンルは11,'1劇である。これはパンソリを劇化して総合油削として

lU-fiﾘ造したジャンルだと考えることができる。Iﾉ1-1間海地域の唱劇で11Lっ先に挙げな

ければならないのは、務安の菱恥喚だ。その役flは、Iﾘ|劇の始iuと呼ばれるほど大

きかった。1865年務安で(II'I2し、李捺致に帥iIしており、高宗II.'r代に名声をとどろ

かせた人である。以後、本格的なlIH劇は1946<lMii来院傘|<に「iii削祉｣、「hi劇協会｣、

｢朝鮮iidAiili,II｣、「金延が|I|劇|､11｣、「林芳府とその一ｲj」などの5つの|ﾘ鵬|Ⅱ､｣1体が組細さ

れ拡推された。この"i時、朴火災（Ⅱ順川身）が|､ll災であった「hi劇協会」に、珍鳥

の金得沫などが加わる。その後、朴東実が退いて「hi劇協|川と改称された後も、金

得沫はそのメンバーであり、「命延寿llH劇i-1-1」の時代には珍島のバクビョンヅ、バク

ボア、バクオクジンなどがリーダーとなって漸雌して全盛期を築いた。以後、神庁川

身併と思われる人々 が設立した「我声11,",劇旧1」は、｜ﾉSi剛ﾘの烏llⅢ地域を巡I"lして活発

な公波活動を肢|刑することになる。伝統''1楽公波ではないが、務安の一老邑の金詩羅

が湖||した'炊削「ブムバ」も注|｜にfll'iする。災H-ilKil公油されただけでなく、映''111も制

作されるほどの『プムバ」の余磯時代をもたらしたからである。時代の要求が、さま

ざまなコンテンツを産んだのである。他にもIﾉLirh海の瓜流i'(楽グループにIIを向ける

必要がある。このグループにもmm連の人物が|ﾊl接的に間わっていた。↓胸ll郡の場

合は、律契が形成されておt)、この契を通して〃11攻は311に一hi風流を楽しんだの

である。

これらの公淡と活動地域を総合すると、1900年度以II'Iには漢|場に流川していたの

が、木ill!の|ﾙl港後には、水tl!やit州などを処'』､iとするようになったことが分かる。lを

,1,-11ｷ代からルf{fに至るまで、｜ﾉ1-li櫛海地域が島llm地域と|ﾉ1陸が栄Ill江を通して絶えず接
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触し合う空IHIであったことはよく知られているが、このように文化を新しく(ill造・変

化させる文化変祥のlJ場でもあったことは再(ifl認すべきだろう。そして近代において

この文化変容の排台となったのは、疑いもなく水illlであった。すでに見たように、多

くの名人や名Ⅱ州が水(Illで学んだり活助したりして、少なくとも水illlと間接的な繋がり

を持っていたからである。つまり、｜ﾉL||N海と栄11Iff辺は川と海が接触する場所であり、

近代1ﾘlの公演文化芸術はまさにそこをﾉﾘ胎としつつ、木浦で花|州いたということにな

るだろう。

3．木浦の公演蓋術の展開と継承

しかしながら、」員に兄た民俗音楽のJi;礎としてのIﾉLiill海の公油蟹術の仏統は、その

まま水ill!に移入されたわけではない。ここで考えなければならないのは、附港後の水

浦が余儀なく直面させられた近代化というコンテキストの存ｲIﾐである。多様な波劇活

動や新此流、歌劇、;:ii;,燕などでの変化や発展がこれを物語っている。簡単に喬・えば、

'1:|楽という名で伍統を維持していた|ﾉ'LhrllfJと栄Ill江を発祥の地とする伝統公油芸術が、

儒達hi楽から木浦hi-w塊、水iillhi楽協会、水油鍋:1協会などへと発展していくのであ

る。

近代川の木浦の公油芸術の実態については、、",ii.'fの斬聞記liを皿して分析やり|川が

行われてきた。そのうち肢もまとまっているのは「水油開港I'i年山」だろう。他にも

-Will些総には、1950̂ 1ﾐ代水から70ｲ|ﾐ代までの写｣L資料が保梢:されており、また1955

年から1968ｲ'三までは各価新聞のスクラップブックによって追うことができる。それ

を見れば、カンガンスルレが案|ﾉ1と室外のIll,]力で、多様な形で公油ないしは拭汝され

ていたことが分かるし、Iﾉ4洋音楽の淡奏会、独奏公、独唱公、hi楽沈奏会、卯liiii発表

会、各祁のli丁街行列などの様子を'ﾉ/真によって雌淵することができる。

水illlに初めて近代liりなホールがI』

れたのは、1904̂1畠、f(,iill'li洞の水illlIt

であった。水浦座は迎尚に問辿があっ

て1908ｲ'2に消え、そのI'.-Jじイドに術楽

洞の｜も､卜Hfが設立された。¥9¥4<y-に

増築して138坪の大きさになったが、

1929年に,11言可期|州がsI｣'して'1|鮪さ

れた。liiiiな年代はイくIﾘjだが、h.､ド

座が'1．|鎖される前に、務安ii'iにi鳴動
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劇映mの常i没劇場である喜楽鮒が設

立されたが、1926年に火災で焼失

した。1927年、喜楽館とI'Iじ場所に、

常設活動劇場として平和館が幾場す

る。設立､'iⅡの水浦劇場と平ｲII館は、

二階建ての木造建築であり、水,iin:il

場は183坪で収容定員は510名、平

和館は86坪に定員353名であった。

1971''ド室|ﾉﾘ演奏会（長妓、牙講）
植民IIｷ期の平fII館は畳の観覧席に座

wraを蚊いて客が座り、主な川し物

は||水の伝統劇である'1<郷伎であった。公旗の宣伝をするためには街頭パレードも行

われた。公演と直接のm迎はないが、映Illli雌業がますます発股し、木浦からプロダク

ションが誕生して、隙II場が休館に追い込まれることもあった。

測県m係では、水力11の上半座の素人劇を挙げることができる。内容は音楽、鮮伽、

汝削などであった。素人劇は1925ｲ|ﾐにはfil!髪業親睦会で上油されたり、務安郡の荏

了‘|蹄の少年たちにより村で行われたりした。公油と面接の|捌述はないが、劇作家とし

て活動した金佑鍾と俳優ﾌﾄ心恵の玄海灘への投身が大きく､服道された。水浦川身の彼

らのﾀが公演界に与えた影響は人変に大きかっただろう。1934年には|玉l楽を'h心と

する水illl蟹妓券番（券肝とは妓生が妓締をil'lいていた1M合をいう）によって、水fi:i:の

救援を｜｜的とする油劇会が木浦劇場でⅢj雌されている。1922年4月には、ソ述のウ

ラジオストックに居住する犬道教青年会の素人劇団の公油もあった。公演|ﾉ1群は背楽、

舞ll'ili、油削であり、ロシアのダンスや絃楽油奏もあった。素人劇というのは、職業的

な油膿||ではなく、アマチュアによって油川・制作される波削の総称である。職場油劇、

農村油劇、青年演劇、学生油劇、学校油削などがこれに含まれる。したがって、専n

の劇|､ilと異なり、作り手も観客も主体は般火衆で、所属するHi体の記念IIなどII的

に応じて公演をした。1910年代に徐々に現れ始めた素人劇は、3」連動以後にIも族運

動の一翼を担った学生たちに引き継がれて具体化されていった。1920年春、リ〔京で

留学'Iﾐたちが「劇芸術協会」を組織したのがきっかけで、近代劇連動が始まったのだ

が、その運動が本格化するのは1921年になってからだった。Ⅱ'し物の人半は、Ill思

想の打破、新思想の高越、風俗改良などをテーマとしていた。これら素人劇の多くは、

青ｲ|ﾐ会の活動費や地域の社会教育の経洗を洲連する目的で入場料を取って公波された。

各価の音楽会や発表会にも目を向けよう。水浦ヒソン幼椛|唯lや貞明女学校は、これ
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らの併楽会によく仙川されたようだ。1925*]｛には陽ii"lのJ,鳴督教女J'-̂ i'進入会でも,''f

楽人会が|＃1雌されたが、オペラが職場することもあった。これら.V.来会のIhi勺は人1も

が堆金募金で、キリスト教m係以外では、洋楽とhi楽が一緒に公油したD、’紬1や,'.'-.

楽|炊劇などが↑jわれたりした。hi楽と洋楽がこのような形で公油された代表的な例は、

水油,'f年会飢の,没立を目i'i1として行われた折111i'i楽人公である。新ｲド,'f楽大会や、ス

ポーツと抱き合わせで行われたイベントも陥淵される。1926年にはhi楽名II,",入会が

|ﾙlかれ、’郷''1やﾙｾﾙ1、民禰、パンソリなど多様なジャンルの公油がｲ｣葛われた。他にも

卒業式や半銭会が数多くlll-l雌され、ii/Kのためのi』f来会もよくHIIかれた。

当時の水illの公波芸術においては、もちろんfi-V.|影の「水浦の眠」を外すことはで

きないだろう。肺hi歌謡史の'I'で、Jl稲に人きな恵味を持つ川米liだからだ。1920

ｲド代後半に入ると、唱歌の|||:界に'耐大な変化が起きる。それまでI'Mlftの大半はIjL|(,|＃肌

のMI<であったが、この時代にノI心!@ﾐらによる流行lﾘHiP:が、大衆尚:楽のなかに完全に席

を,',-めるようになる。さらに仏米の民I滞がllﾊ|〃<の影群を受けて新雌,瀧として大衆11<縦

のfll'iﾊl入りをし、lﾉLl洋からジャズとフォークなどがI＃illl人されて大衆ill);儲の多様化に奇

ﾉ;した。こうして、それまでII,",敬というfiiWでⅡ平ぱｵLてきたすべてのsi);.諾は、"k¥¥¥¥と

,､i'c,誰という践術|"〈i託および流1｣歌として、人衆|ﾙM誰からはっきりと|ﾒ〃IIされるように

なったので､ある。

いささかデリケートな1.".]!坦だが、料亭の公波状ﾙﾋも注怠する必典がある。芸妓を含

む妓ﾉ|皇とi加祁と多少なりともh'l述があるからだ。1935年9141111の脈11新報のI氾録

を兄ると、i加州の人口と利川状況が分かり、'HJl鮮人竣妓が11名、II本人芸妓が27名

などとある。水illlが|荊港されて人11の流人がi'i'','えると、竹il1lに洲|卯が生まれて駁が

木浦地域の民俗音楽の基盤と公演芸術
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しくなったが、住居地が拡張されると、1913年に桜町（樫町、錦和洞）に移転する。

いわゆる「享楽産業」と呼ばれる産業は、韓|玉I戦争を経て菌戸洞地域を中心に形成さ

れたが、1970年に警察によって解体された。

木浦券番と芸妓組合も、これらの国楽公演と直接・間接的に関連している。1921

年朝鮮日報の記事を見ると、木浦の妓生演奏会が木浦券番を創立して、一週間にわ

たって演奏会を開催したと紹介されている。木浦券番は妓生の技芸能力の酒養に努め

たが、解放後は木浦国楽院となり、その後再び個人の所有に変わった。音楽活動は学

校を中心に活発に展開された。学校行事における音楽には、独唱、合唱、器楽演奏の

ほか、歌劇まであった。全国学生音楽大会や大韓青年会音楽会も定期的に開催された。

これらの学校活動は社会全般に影響を与え、1955年9月6日には木浦初の音楽協会が

発足した。

解放を迎えた劇場は、木浦劇場と平化館の二ヶ所である。これら劇場は韓国戦争の

間も被害を受けることなく、木浦における映面と演劇の発展に貢献した。劇場が二つ

しかなかった木浦市に、1950年代になって新しく生まれたのが、南橋洞のウォンジ

ン劇場である。この劇場は映画だけでなく、各種の公演や大会やイベントなどにも活

用された。

一方、1960年代の木浦市では国劇団の公演が頻繁に行なわれた。女性国劇団と楽

劇団の公演は、有名な映画排優が出演するショーと同じくらい人気を博していた。国

劇団の公演は1950年代からあったが、満足に供給されない映画に代わって、唱劇と

女性国劇団の公演が劇場の舞台を埋めたのである。木浦市で最も人気を博した国劇団

は、「林春鴬とその一行｣、「朴玉珍|玉l劇団｣、「ジンギョン女性国劇団」などである。林

春鴬が登場する日は警察署のパレードが出動したほどだった。それほど人気が高かっ

たのである。

女性国劇を加えて協律社という名前で、全|玉l巡回公演を行ったのは、ソウルの近代

劇場の変化と密接な関連がある。1910年代初め、ソウルの代表的な円覚社、光武台、

演興社、団成社、長安社のうち、円覚社と団成社と演興社は、主にパンソリや唱劇を

公演し、光武台と長安社は、主に在来の歌舞を公演した。もちろん実際には公演は他

にもあり、映画も上映された。パンソリ、唱劇を多く公演した団成社、演興社、円覚

社が風俗を壊乱させたと指弾されたこともあった。その後、親日財閥である金始頴が

運営していた円覚社が1909年11月末に閉鎖され、専属の歌手たちが全国に散らばっ

た。そのうち主席だった名唱金昌換と年式幹部にあった宋万甲が故郷に戻り、それぞ

れ「金昌喚協律社」と「宋万甲協律社」という唱劇団を作って1915年頃まで各地を
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nつた。

I960年代後T-から1970ｲ|§代にかけて、II,",劇と楽劇がJ1#台から去ると、代わりに

｢ショー」という名の公波が現れる。ショーグループの公油は、広い卯台を持つナミ

ル劇場でよく|ﾙlかれた。水浦｢i丁に訪れて人知をI'I/した141体の代表は、バクジョングの

｢ライオンショー」だった。1970<lﾐ代から1980ｲ|是代にかけて木油によく来た"!':手は、

やはり南珍とライバルの雑勤児だった。公波では劇場に人が溢れた。イベントも数多

く開催されたが、木浦劇場とfill劇場、そしてナミル劇場では1966ｲ|ﾐの「ミス木浦

選抜大会｣、1968年の「水illl芸術祭(4'ilOi'l)｣、1968年の淡喋II発表会などがlill催さ

れた。しかし、1960年代の水浦の膿II場は、映Illli、楽劇、ショーなどの大衆娯楽だけ

のための空間ではなかった。そこはまた啓発'''1な教養数行を受ける空|尚lでもあったの

である。個々のユニットの公淡活動も非常に所'''化した。その代表として「水Hii!音楽

会」を繋げることができる。

水illlで直接活動をしたhi楽器の油舞家たちに11を向けよう。｜臨|楽器の名油奏家とし

ては､成平出身の李大m(1880年代生まれ）がｲ〃Iだった。海南川身の漢学*(1915

年/|きまれ）は、李大i昨のI"川､生で、多くの弟rを育てた。瀧氏は30伽撹の時から、李

大j昨にⅡ||祁舞のシャン風流、ティ風流などを‘γ:んだ。解放後、木ill!から現れたｲj名な

器楽突者には、Ⅱ||榔琴、湖淋セピリの名油奏家であるイムクムトル（1922ｲドﾉlﾐま

れ）がおり、｜川Ⅲ幕の波奏には新案出身のギムドクポン(1916年'|ﾐまれ)、水illl川身

のジャンウォルジュンソン（1920ｲ|ﾐ生まれ)、水油出身のバクマンユン(1880年生

まれ)、ヤングムの油奏には水川川身のジョジュンチェ(1900ｲド生まれ)、ジョトデ

に水ililill身のキム・サングン(1919年生まれ)、コムンゴには珍肪川身のホビョンス

(1910ｲ|皇生まれ)、光州ill身のイムソクユン(1910年生まれ)、ジャンゴに海Iillli身

のソンテソン(1919年ﾉ|ﾐまれ）など

がいる。

また水(illでH'L接活動をしていたソリ

クンたちも注|｜する必要がある。安需

逆の父税である雑州川身アンギソン

(1900ｲドﾉ|ﾐまれ）と、剛i吻川身であり

ながら水浦で少ｲ|乞期を送ったシンチ

ソンがいる。シンチサンは1920ｲド代、

20歳のときに協｛itfl;に人って柄動し

た後、珍島でパンソリを教えた。以

“
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後、木浦に灰ってアンギソンを手伝い、木浦におけるパンソリの発展に大きく貢献し

た。また春香伝を唱劇化して全|土|巡i"l公演や満州公油などを行ったが、1959年に持

捕で他界した。ih英姫はシンチサンの娘として珍,1約で育ったが、木浦hi楽院で安香蓮

とI'd門で学び、女名唱三傑と呼ばれることもあった。

水浦国楽|塊の院監としてｲI冒職した長叫出身金尚容(1920年代'I三まれ）にも目をh'.J

けよう。宝城のジョンウンミンに存存散、沈清歌、水宮歌、〃職f歌を学び、数多くの

弟子を育てた。i"J人には、シンヨウンフイ、アンヘンリョン、アンエラン、パク・ソ

ヨン、鼓法のチュジョンナムなどがいる。以後はギムフンオ(1925年生まれ）が続き、

維州出身のアンエランがパンソリ師範を務めながら、近年まで多くの弟rを養成する

ことになる。他にも木浦では、パンソリ界で広くj《|'られるジャンウォルジュンソンが

活雌した。

また、Iﾉﾘ|榊脈の出身ではないが、水油を拠点に派動した人々もいる。ギムイルグは

fll順郡イソミョンの出身であるが、21歳のときに水浦でジャンウオルジュウセンに

アジャン散洲を習い、ギムサンリョンに春香歌などを学んだ。ノ喧相賢(1939～）も

26歳から32歳までの7年|A1、木iiilhî i洗の前身である儒達hi楽院のパンソリ師範を

務め、1966年には木illlMBC国楽放送を担当した。韓弄fillは1934年にII本で生まれ

たが、海南のノリの実家で'|f活し、12歳で水油に移り、珍li》人ヤンサンシクに沈清歌

を学んだ。惟川中仙(1925～）は谷城のill身であるが、24旗で木浦から韓Ill得にコ

ムンゴ散訓を学び、23～26歳の時に水浦でイドンアンにジンスェチュムなどさまざ

まなダンスを学んだ。

ill楽公演では、1926年に朝鮮怖作共進会と全雑lil道の物旅共進会を祝う名唱大会

で、剣舞、仙卯、太鼓則り、III仰琴、名llH、セタリョン、短歌などが公淡されたとい

う記録がある。しかし、それがその後も続けられたかどうかは確認されていない。hi

楽公油の主IHiiはI"I連機関がh

心であったと考えられがちで

あるが、実際には1954年に

設立・認可された水油国楽院

が'h心だったようである。そ

の後は、1958ｲ|ﾐに水浦文化

協会がﾊﾘ立されてその国楽分

科となったが、1962年に水
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術文化|｣|体総連合会の水illl支部に改細され、またhi楽協会も〃r届分科で細成されて、

1962年には本格的なシステムをfliiiえた役員会が惟成されたと思われる。一方、水illl

lil立|王|楽脇cは、儒達hi来院を前身として1976̂ 71=12日に創立された。

野外公波でひと際||立つのは、カンガンスルレである。水油芸総に保街されている

'ﾉﾉ『真資料を確認したところでは、案|ﾉ1のカンガンスルレも人変に蹄んだったことが分

かる。これは水浦では、1930年代から一般に広く普及していたことが知られている。

カンガンスルレが行われた場所は、附迷初等学校、北橘初等'､r校、ill亭初等学校、水

浦livj業学校などの通勤場だった。本来は|ﾉLil柳fの肋l1m地域の村の空き地で油じられて

いたのが、水illlに移入されたと考えることができる。周辺地域の各学校では、カンガ

ンスルレは解放後から1970年代まで統けられており、洲錦il'l一帯の住此たちはスド

町で1993年まで行っていた。

カンガンスルレは大会を通じても仏承された。1962年11川29日、水illl帥範学校で

第1回カンガンスルレ大会（第41面l水浦芸術祭の一環）がnil催されたが、この大会は

1973年ion6ii、節8Hカンガンスルレ競油人公（第15lHl>(<ffif芸術祭）を最後に姿

を消すことになる。膝外で淡行された伝統的な卿台些術のなかで、カンガンスルレ以

外はあまり歓迎されなかったようだ。各種の蕪金を確保するために｛｣鷺われた音楽会が

椛況だったのに対し、出楽ノリなどは腿視の対象となったと思われる。これは｜|帝に

よる伝統芸術の弾圧と、それに伴う疎外に原lXlがあったろう。その他ではファンメン

リョン氏率いる「多,'舟抑流浪劇団」を思い川しておこう。｜ﾉ41N海の50以」Zの烏1lmを

[illりながら公油をした'､il体だったが、人々 には,iiH:eされていない。Il'l述の安香蓮と典

に、復元すべき水浦公油史の一部であり、研究荷たちのm心が待たれる。

公演場という点では、1971年における木illl芸総会館の設立が、水油の公演芸術の

1963年学/|部の腿楽(̂ illi'l,- 1963年カンガンスルレ*fflrtJ

木浦地域の民俗音楽の基盤と公演芸術
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分I皮点となったが、1989ｲP12Jlに諦工され、1997ｲド9川2911に竣工した水油文化

強術会館によって、水illl公油芸術の拠点が碓保された。芸総傘|くの波劇協会、舞踊協

会、hi楽協会のみならず、水油IHi楽院、Lも芸総、｜ﾄ'il々 の学|糸|とI"-!好会などが実施して

きた大会、定期発表会、油奏会、不定期イベントは膨大な数になる。一例を挙げよ

う。2010年度の文化芸術会館の公淡は、l型|楽、ミュージカル、淘景11、音楽、映画な

ど170回を越える。li/此文化体育センターでは、2010年現ｲi-:、太公油場で84回、小

公淡で74回と縦｛1-されている。’二|帝強制,lf期の学芸会やアマチュア旗劇、l玉|楽発表

会などに比べれば、mmりな発股を遂げたことが分かる。

2010年に水illlと新安践総がまとめた芸術公減から幾つか挙げてみると、独唱会、

i弥問芸術公渡、油劇祭、』紬W公波、音楽競演大会、放課後発炎会、定期コンサート、

音楽会、パンソリ発表会、ダンス発表会、水浦芸術祭、hi楽眺油入会、慰|H1公演、各

破コンサート、海外慰i,",l公油など、多様なジャンルや|ﾉ1容の公油が行われたのを知る

ことができる。これにゲッドルの公渡や全|穂|マダン劇祭、市立hi楽院の公油、全南道

立hi劇団の¥-M公枕などをj:1えると、公演数は僻になる。またタイトルに「市民と

一緒にする｣、「探していく」などという言葉が付けられた公油が多いことを考えると、

現場を中心にした公汝企lll1lや波川や振付が行なわれているようである。

本:章では劇|､ilゲッドルの公油芸術について考えてみたい。知られているように、

ゲッドルの始まりは1981ｲf-の木illlYMCA劇会「此渋（雌族文化芸術研究会)」で

あったが、1985*1三にノルイペゲッドルとして復涌し、2011年に30周年を迎えた。こ

れまでゲッドルの公淡はK族削、マダン劇などといったジャンルによって括られてき

た。労働現場をiIj.発し立ち|ｲ'｣かうというストーリーが、ゲッドルの活動の根幹にあっ

たからだろう。実際、ゲッドルの油劇的関心の出発点は、労伽現場を記録することに

壁

1971年水油践総支部芸術祭 1971年水浦珪術祭',話大会
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あったと思われる。たとえばIﾉLl附海

をh心とする争縦と闘争に注IIした

のが、「ならくノリ（共|司向II作、キム

フィリップ演川)」だ。テーマは1923

ｲ時Li泰烏の小作争,誰であった。光州民

衆仇1'も避けて辿れないテーマであっ

た。少なくとも附道における油劇行為

には、わざわざ言わなくとも、これら

蕊謬
蹄
鮮
鵠
雫
罫

瞬
陸

ﾔ－1≠、′'ノcqノc’’'1ノ'd､、ニロ、、一‘ルツ2011イド劇団ゲッドル『ウンスンドゥク漂流記』

の話が幾重にも榊け込んでいるからで公油（水浦市）

ある。光州民衆仇^を直接mりこげた

ものとしては、『|ﾐきてきた話（共|｢1創作、キムフィリップ測||)」がある。環境問題

という視点から、賦心を通じて私たちの生活を省察させる公油もある。「ポクムが私

の友人（ギムウンミ劇作、ソンジェオ演川)」などのりd狗則は、水lil1iの'hのポクムと

おもちゃの陸lという空間、悪脆と脆王の設定、結果的に太陽とliが一つになる世界が

現れるという話によって、むしろ大人に考える機会を提供してくれるのだ。ミュージ

カル『il!#(ゴウンジョン劇作、ソンジェオ湖il」は、苧w影の一代i祉を扱った文

字辿りのミュージカルである。「|村道のチョンジバプ（ソンジェオ劇作、ソンジェオ

演川)』は、農業労働の現場を、一方的ではノリマダン（油行が行われる広場）を辿

じて、また一方では隙境と哲Y2というテーマによって|ﾘl示したりもする。艇業の過縄

をドウレグッ、タルモムジッ、風葬グッの形で炎現することから、現代のインスタン

ト食IIIIIlが持つリスク、さらに家庭崩壊の|川越までを扱うのだ。『プムバプムバ（共Inl

ill作、ソンジェオ油川)」は、ガクソリがin:界をさまよって、i浩誰と風刺、そして溢

れるインスピレーションによって分かり易く，'}いた風流'－1‘把である。膨大な量の公油

記録をすべてレビューする必典はないが、30<mのゲッドル公演史は、マダン（演行

が行われる空間とmi¥｣、昔の広場）から郷台に、表層からlﾉillliに、理念から哲学へと

公油美学を展俳'させつつも、ルJ災と体験という蕪本を外れることはない。

4．結論

^iiiiiaの公泣の渋附‘'2の高さは、これまで幾座も分析され主張されてきた。木油の

公油装術の人的資〃,1を分析したクラスタ計Illliがいまだにｲj効なのも、そのためである。

それは水油の公油渋術のインフラと特性をきわめて適切に指摘し、その'1能性を探っ

た報',i課なのである。そこでは、当IIfの水Illlltlの芸術i-iliiが315人であり、全南|巻lの

木浦地域の民俗音楽の基盤と公演芸術
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芸術団員の半分以上を占めると分析されている。これは木浦市が木浦圏の文化芸術の

人的資源の中心地であることを示す証拠となっている。それは舞台芸術に関する主要

都市別の統計からも確認される。ソウル特別市の公演芸術団員は640人(2002年度）

で、ソウル市の人口1万人当たり0.6人であるのに対し、木浦の公演芸術団員は木浦

市の人口1万人当たり9.5人で、ソウル市の約15倍に達すると分析されているからで

ある。のみならず、その数は釜山、京畿道、仁川、大邸など主要大都市の人口1万人

当たりの芸術団員数と比べても、少なくとも5倍以上の高い数値になっている。同好

会と個人の公演グループを合わせると、その数は倍加される。

木浦圏の公演文化産業の展望についても同様の分析が行われたことがある。計15

の文化産業のうち、木浦圏の専門家集団が発展可能性の大きい文化産業分野だと考え

ているのは、第一に公演産業分野（46回、25.5％)、第二に工芸・美術品分野（42回、

23.3％)、第三は、放送映像分野（38回、21.1%)であった。公演芸術分野が最も高

い競争力と発展可能性を持つという主張はいたるところに見られる。特に、南道海洋

文化のアイデンティティを産業化できる媒介体的領域においては、グッ、民謡などの

ソリと行為芸術を、オフラインだけでなくオンラインでも、最先端の映像として産業

化できるという展望が提起されたこともある。

しかし、この議論がなされてほぼ10年が経つが、注目に値する公演芸術が研究さ

れたことも企画されたこともない。そろそろ先人たちが着実に提起し、また木浦圏域

の文化談論を牽引しようとした意思を実行に移し、何らかの結果を残すべきときなの

ではないだろうか。全南道庁の移転は、この計画が実行されるための好ましい対外的

要因になるかもしれない。

そのためには、木浦公演芸術を東アジアと世界に向けて発信し得る教育システムの

整備が必要である。これは、制度圏の大学教育と社会教育に分けて説明することがで

きるだろう。問題は、西南海と栄山江文化圏のインフラを収敵した地域的士台として、

木浦公演芸術学を研究・教育したり、企画・演出したり、あるいは文化コンテンツと

して包装・販売したりするという一連の作業が活性化されてこなかったことにある。

日帝強占期以後の教育、公演伝統の遺産をきちんと引き継いでこなかったという批判

は免れないだろう。

一部では、芸郷木浦に芸術大学がないという問題も提起されはした。文化芸術は生

来の資質と教育、訓練が最も重要であるが、そのような資質を酒養させる教育機関が

不足しているのである。もちろん、木浦大学校の音楽科や木浦市立医l楽院、大沸大の

演戯学科などはその役割を部分的に担ってはいるが、木浦のアイデンテイテイに立脚
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した総合的木浦公演芸術を生むことが可能な高等教育機関の設置要求は、依然として

まとめられぬまま未完の課題として残っているのである。

仮に「木浦公演芸術学」とでも呼ばれるべきものは、劇団ゲッドルの公演史のなか

にその役割を見つけることができると考えられよう。ゲッドルの公演はマダン劇、民

族劇などの名称で分析が可能だが、筆者はこれを総合劇的に使ってきた南道の行為遂

行的な歴史として解釈したい。行為遂行性とは再現性ではなく遂行性を指すオース

ティンの創案した言語学的概念である。パフォーマンスは描写あるいは再現と対立す

る行為遂行的概念なのである。演劇が再現の美学の上に存立する舞台芸術なのに比べ

て、パフオーマンスは近代のパラダイムのなかで規定される芸術の範晴を超える多様

な文化行為、すなわち舞踊や祭儀はもちろん、スポーツやパレード、さらには政治的

な演説などを包含する。シェクノが言った「蓄積された行動あるいは再演された行

為」を包括するのである。演劇学に代わる公演学は、近代の演劇とその他の公演行為

を等しく包含する学問なのである。

加えて、教育を通じた人材養成が急務であることは、いくら強調してもし過ぎるこ

とはない。アメリカの大学では以前から公演学科の創設が増えていることにも注目す

る必要がある。ソウル大学校にも公演学大学院が設立されたが、他の大学でも同様の

動きがある。その需要の大きさが分かるだろう。公演学とは、端的に創造的な学問で

あり芸術である。芸術と生活の境界線を跨ぎ、学問と芸術の間に立っているからであ

る。それはまた他分野の方法論を積極的に取り入れる学問でもある。公演学の研究対

象は、テキストを読むのではなく、テキストがいかに演じられるかを研究することに

ある。それは人間の行動をその文化的・美学的・社会的I派絡において研究し、民俗学、

文化研究、コミュニケーション学、文学、人類学と演劇学などを方法論として応用す

るだろう。特に地域社会の共同体と緊密に結びつき、その要求を代弁しつつ、時には

ともに行動を起こすだろう。幸い木浦地域では、劇団ゲッドルがすでにこのような公

演学の実験をしてきているが、このことを教育とプロフェッショナルの企画につなぐﾞ

作業をするのは、また別の話である。特に制度圏の高等教育だけでなく、市民社会か

ら運営する市民教育が切実に要求されるという点で、五叉路の活性化対策と連動する

智恵が必要であるといえよう。

韓国最初の室内公演場であった協律社から「新演劇｣、「旧演劇」あるいは「旧派

劇」という名前でパンソリの名唱たちによる分唱方式で公演された時期が、1902年

から1930年までである。この点で再度、務安の美鋪喚に注目しなければならない。

美鋪喚は唱劇の最初期に、初めてこのジャンルを試みた人として知られている。当時

木浦地域の民俗音楽の基盤と公演芸術
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ソウルではi,'fhiの商人たちが頻繁に川

入りし、滴I'--Iの油戯グループも度々 公

油を行なった。このII$代の公演場は、

|ﾘ覚社や浦瀧川の清''1餅、協律社など

であった。パンソリの名l1Hである李束

||'|と務安人妥力ill伽が、新しい時代に合

わせてパンソリを劇化させる作業をリ｜

き受けたのである。lillられる|限り、韓
199()ｲド代民謡lIH劇（珍ﾉﾙin;!ごヘリノ′ｰvノ陪凹ﾉ．｡ﾉ。′､'1ﾉ''し鯵｡ﾉI盤ソ、千L;：

hi",".劇の起源は、,h|:U|のv;劇と日本の

歌卿伎や新派劇からアイデアをi'.lて、男女の対|ﾘ|や分11,'1などを試みたことにある。し

かしKillの唱劇は、'i'hiやII本の伝統劇に比べ、その代表作を持たぬまま人々から忘

れられた。100年前の仏統のみを|,'｢|守し続けて、変化をIll存したためであろう。その

点で、1972年にh1立lﾘ|劇|､Jiにおいて17回も湖liを↑jなったイジンスンに注|引しなけ

ればならない。彼はダルチュムサウィや仮而劇を導入した新しい11,",劇を作ったからで

ある。それは伝統劇の形態である仮面劇からチュムサウィと油劇的動作を借りて、

そこにパンソリの|ﾉ-Jii:的な脈Jllを接合させるというものであった。イジンスンが言う

Ⅱ畠しいIll",劇は、パンソリの1M蛎な劇的要素を、いかにしてililKlの京劇やII本の歌舞伎

や能に連結するかという点にあった。彼はIﾘ|劇を近代劇の形態としては児なかったの

である。もちろん、このようなti1みは唱劇の広範な受容や発匹にはつながらなかった

が、そのアプローチの｛|目方が示唆するものは大きいと言える。このやり方は、現ｲIﾐの

水浦の公演芸術がf"lを11脂すべきかを教えてくれるだろう。

以上、開港後の水浦の公汝裟術がいかなるものであったかを概観してきた。この百

年余り、木浦の公波些術が'八I榊脈と栄山江をh心と伝承され、いわゆるirl道文化の滋

養分が移入して形成されたことを確認した。金ハ洲のように光り‘ﾄ||恋|で活動した名人で

も、散洲というジャンルと弟j翁たちの活動彼域において、水illlとは雌緑ではないこと

も知ることができた。しかしこれらの公淡芸術の伝統は、ただ巾に移入されたわけで

はない。それは近代1ﾘlという新たな秩序と文化|'|勺背最のcbでffiij造されたり、時に歪

んだ形で取*)入れられたりしたのである。それはフュージョンというよt)は、コン

バージェンスと言うべきだろう。ひとつに混じり合って新たなジャンルを創出するの

ではなく、新Hiが共作するという形で交流が行われ、混じり合うことなく各々が別々

に光映してきたという怠味である。水浦が港11を唯点に、栄iiiii:の水が流れて海に流

れ.'11し、また多ﾙﾙ海の海水が栄iiiii:に流れ込んで|ﾉ1陸に迎舟pされる場所であったから
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こそ、こうした地域のさまざまな公演芸術がそこに集まり得たと言えるだろう。高麗

時期の羅州が、多島海と内陸を連結する役割を果たしたように、木浦は開港から今H

まで、このような交流の結節点として機能してきたからである。そして開港から100

年を経た今、木浦の公演芸術は各地域から移入された原形を土台としつつ、さらに新

しい世界を創出しようという課題をも抱くようになった。H帝強占期以後、近代期の

公演芸術を他のどの都市よりも強力に収赦させた場所が木浦であるという点で、この

ビジョンはその現実に相応しいものだと言える。

いずれにせよ、これまで木浦の公演芸術に関係した団体や名人、名唱たちの軌跡は

しっかりと記憶されねばなるまい。特に日帝強占期という民族動乱期に公演された民

族的・理念的な公演は、その価値を再評価されなければならない。日帝強占期の各団

体や公演者たち、解放後の芸総傘下の公演団体と民芸総、木浦|玉l楽院や個々の公演団

体のすべてが各々の役割を果たしてきたことは言うまでもない。なかでも木浦の公演

芸術を実験的にクロスオーバーさせているという点で、劇団ゲッドルの活動は注目に

値する。個々のジャンルが重要なのはもちろんだが、同様にいわゆる「キラーコンテ

ンッ」と呼ばれる代表的な演目が必要な時代になったのである。すでに述べたように、

一部にフュージョン的な公演はあったが、ジャンルを越えて地域の特性を統合し、そ

の未来の可能性を公演芸術によって広く知らしめた例はこれまでになく、ゲッドルは

そのビジョンを用意してくれたと言えるだろう。したがって、公演形式や内容を示す

ことによって、これまでの木浦の公演史を集積することができ、またジャンルを超え

た公演芸術の実験が可能になるということについて、今後大いに議論が拡大されるべ

きであろう。
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ヱ到汗、「1920.30Hitfl号王sî 尋是号斗人}到呈号｣、『暑王711勢叫巳人}』、（人¥)号王叫¥1劃、’997．

ヱ卦tF､｢21471号茎｡1舎呈卦讐社号早I垂フ1吐壬別､『異王舛1善』Ml83)、赴号d1寺号王ｽ1早、1999．

召フ1午、『号叫曽笹』、1972．

召闇ヱ、『号王司̂ <yt-s]嬰斗ユ碧ｽ}｣、行全早HH、2008．

召早-型、「3号号ol-｣、「社斗甘星ｽ1」ス1123判、社斗目一三ｽ剛秒判品1劃、1995、

召判午、「号王1を号.AM-副吐叫号ﾌ1-jM̂ 弓引、『暑王ql善』NI83)、劃号叫1善号王ｽl早、1999．

召智卦、「1社司9]計号si早叫卦｣、IHI剤l卦人m計号｣、号曹寺号号智、笹号斗91荘､2002．

召豆、『望号sin且重¥-割号卦叫1入1号割卦旦呈-』、望号斗dz¥,2008°

しKr̂ v、「暑王ｽ1割号刈1斗斗刈1斗響智卦啓91｣、『号王41善』（郡8召)、註号司l寺号王ｽ1早、1999.

木浦地域の民俗音楽の基盤と公演芸術

李 允先 l()1



弄号型、『暑王斗喫召号葵ol利｣、討名二fcL}早、2009．

叫箸､『魁圭司。1叫vi人}』、人}人偲、1987．

叫司l今、「考匠}1菩｣、『早社91暑人}』、社91，2004．

叫さI今、1992,「註号吾電叫1人}si号叫ﾌﾄ曾社(v)-互牡秒叫l喜si判｡隅･号叫-J、『迅号号叫人側子』

8，迅号号叫人ﾄ勢司．

吐普卦、『赴号王署計l叫司｡1･望号是号si思忍斗訓、三人1善軽叫卦、200'・

等舎司、「ﾌﾄ｡ﾄ舌社壬番人1ｽﾄ召智壬斗フloﾄ舌社王』、1999.

判科引、『立昔si号蒼呈卦人}J，叫雪pl̂ H、2007.

号,21雪、「主智ﾌisl番号是号｣、『科1刃1斗人1tilsi考号』、号剰ぞ緋号智、魁号斗91を、2002.

号副曾、『赴号署tfl号蒼魁私人}』、Bll司人}、1998.

-fr2!曾、『早司人1酬割等号号人}』．

oln]割、『思考斗勉弄勢』、望号斗9!#、2005.

1且詞、「召智王SI7¥oﾄ号社王斗享ﾌ1(ecfl)社壬社告塁｣、『社垂電子』、尋曾呈/7>6ﾄ号社垂弓討人｝

曾手そ1判包到、2001.

.19笹、「吾酬号王SMI舎斗̂ 号暑卦｣、『号王ﾌ11尋叫劃人}｣、（人})号王叫̂ 動、’997.

ol畳社．問弓訓Ⅵ今号sl-sl早今ﾌ1吐斗ｽ11智王社喜｣、『赴号早舎卦』15判、2007.

)せぜ、側舎号叫si社号ヱト刈智壬｣、『早吐呈是卦望弓葵ﾌ1』、号王tfl三入1号卦里子全/早吐壬、2007.

<=>}畳せ、「早吐用'今号叫si社号斗スリ考壬-秒号製ﾌ倒早舎号叫叫'利召人isfsl菩同トヨ弓外ｽ'｣、『21%

手忍曾』78重、（人}）智手社昔普祉智si劃、2008．

*1せせ、「名号旦呈苦¥筈目-SSI曾人}-汎暑30vi､ユフ1-曾註‘号劃'*ii三劃そ劃人1-｣、『測暑30-

卦是号j、拠暑30恩暑卦岳号30Hi71恩人}曽苧社判劉到、2011.

.1号社、「署社怨si91そｽ1司斗‘怨思，呈卦人1星｣、『三八1呈卦｣、三人1呈卦笹千劃、20''・

社ｽ1曾、「吾ell勺斗君寺斗204ﾌ1赴号si号叫』、号玉司･ﾄ．

Pgnj-王、『恩波遺筆』、そ'三割:里人}ｽﾄ豆判91製スリ2判、社三甚司.割、’993．

司勺尋、「計si王署ス1ｦ1岩土司丑ol喜刈｣、側吐呂卦』(143:)、社吐呈卦乳2004．

菩p1動、曾午弓、『骨司人}巷号』、号司｡}|勢重1,2009.

号弓寺号号智､『刈1刻1卦人1tilsi番号』、魁号斗91丑、2002．

『三人1ｽ1』、社司甘王、1995.

号王是卦望、『号王暑弓til社是ｽﾄ豆召骨(tf)m1896~1945｣、2002．

(人}）号茎叫Hi剣、『号王ﾌ11尋叫Hi4』、1997.

号王是卦割、『号王sitfolfj、2003.

号王社吐叫1善､『号王社吐41者』(*11193)、2011.

号王入1科、赴号暑卦竪卦科刈笹千劃、『異王君呈卦祉曽吾司全日王号刻l雪』、2005.

号至人1週子吐、『号王遇呈卦社曽吾司とel号勺報吐』、2004．

『社斗甘王号叫豊司1壬人}』、是卦ｽﾘｮｮ号是卦ｽI里子士、1980・

『司1曾壬ｽ|』、訓甘壬、1995.

号̂ﾌ1人}スト豆{A手智王）

号ol-豊里/ﾛI望,*!Ji/*l叩豊里/社昏曾且/社曾nm/王矧曾且/王せぞ普望且/重曹社是

全羅南道

102 韓国


